
中食・外食向け水稲新品種の普及と定着

１ 課題設定の背景 **********************************************************

２ 活動の経過 ***************************************************************

石狩農業改良普及センター
地域第一係

中食・外食向け水稲新品種生産に係わる技術支援

活動年次：令和５年～

令和５年度
○「空育１９５号普及展示ほ」をホクレン、試験場、ＪＡ道央水稲生産部会、ＪＡ、
普及センターが連携実施。ＪＡ道央管内では３戸の農家に協力願う（全道４６ヵ
所）。

○試験場から普及展示ほの成果を含めた「そらきらり」栽培マニュアル（成苗ポッ
ト編）が発行される。講演会などを通じ農家へ周知される（令和６年２月）。

○ＪＡ道央水稲生産部会総会を通じ、「そらきらり普及展示ほ」結果を報告周知
した（３月）。

「そらきらり」試作・導入支援農家数（現況：０戸→実績：３年間のべ１３戸）

石狩管内は良食味米生産に適した地域が限定され、作付け品種のゾーニングや
中・外食向け業務用米等の長期契約による安定生産を進めてきた地域である。
これまで業務用米品種は「きらら３９７」が担ってきた。令和５年、「きらら３
９７」よりも多収を目指せる「そらきらり」が中・外食向け品種として開発された。
そこで、「そらきらり」のほ場調査による試作事例の収集をＪＡ・生産組織ととも
におこない、導入しようとする農家に対し支援をおこなった。

＜地域課題＞

そらきらりきらら３９７

普及展示ほ・調査ほの設置
（令和５年～）

試験場が全道のデー
タを集め
「成苗ポット編」
を作成（令和６年）

水稲生産組合現地研修会等
を活用し「そらきらり」の
状況を伝達、関心を高める
（令和６年）。

令和７年度
○試験場マニュアルには無い中苗や、高密度短期育苗を含めた３戸の調査を普及セ
ンターが実施。現地研修会にて現地事例を紹介。さらに、石狩管内全体から事例
収集をおこない、とりまとめ結果をＪＡ道央水稲生産部会総会にて周知（予定）。

令和６年度
○「そらきらり展示調査ほ」をＪＡ道央水稲生産部会とともに７戸の農家に設置。
石狩中部地域でも高収量が得られることを示した。
○ＪＡ道央水稲生産部会総会にて、展示調査ほの現地事例を紹介し、次年度作付け
への関心を高めた。



○収穫時期が「きらら３９７」よりも１週間
程度遅くなることを周知していく。

○「そらきらり」の普及により今後、ＪＡ道央管内では作付け品種のゾーニングが
進んでいくものと思われる。

４ 今後の活動 ***************************************************************

○これらを背景に、ＪＡ道央では、蛋白８．０％以上が出やすいほ場については、
「そらきらり」への作付け誘導を始めている。
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ＪＡ道央水稲作付け農家数 １６９戸

うち「きらら３９７」 ５６戸

うち「そらきらり」 １０戸

うち 両方 ２戸

「そらきらり」普及状況（Ｒ７）

収量比較調査（成苗ポットＲ６）

○ＪＡ道央では「そらきらり」「きらら３９７」について令和８年産米の契約を締
結しており、令和９年産についても交渉を進めている。

そらきらり

きらら３９７

３ 活動の成果 ***************************************************************

○令和６年度の調査では、「そらきらり」への単純置き換えで、栽培上の工夫無し
で「きらら３９７」よりも収量が上回り、「そらきらり」の優位性が示された
（図）。

○令和７年度、ＪＡ道央の業務用米作付け農家６４戸のうち、「そらきらり」作付
け農家数は１０戸となった（表）。

石狩中南部地域では収量800kg/10a
を超えると品質が低下する。

○これらのことから「そらきらり高収量事例
の収集」を継続しておこなっていく。

○多収で１等を確保しにくい特性が表れた事
例があり、極端な多収を追求すると１等調
製が困難になる。集荷施設による１等調製
を前提とした販売の場合では、多収の限界
を見極めていく必要がある。


